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市報からつ

台風の影響で「海渡り」が中止となった小友祇園祭。
それでも、担ぎ手の勇ましいかけ声とともに練り歩
く山笠により、地区は熱気に包まれました。

●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp

●男  58,380人（-47人）
●女  65,670人（-53人）
●世帯数  50,443世帯（+6世帯）

人口 （８月１日現在）

124,050人 （前月比－100人）
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城内地区・曳
ひ き

山
や ま

通りならではの
佇
たたず

まいを守り、つくり、育てる
～平成29年10月１日から城内地区・曳山通り景観まちづくりの
　対象区域内で建築行為などを行う場合、届け出が必要になります～

問 まちづくり課　☎７２－９１３５

賑に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
つ
な
ぐ
景
観
ま
ち
づ
く
り

　
城
内
地
区・曳
山
通
り
は
、唐
津
城
が
築
城

さ
れ
た
当
時
か
ら
の
区
画・町
割
や
、町
名
な

ど
が
色
濃
く
残
り
、石
垣
や
塀
、敷
地
か
ら
あ

ふ
れ
出
る
緑
が
、城
下
町
と
し
て
の
風
情
を

感
じ
さ
せ
る
地
区
で
す
。

　

ま
た
、唐
津
市
を
象
徴
す
る
伝
統
行
事
で

あ
り
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た「
唐
津
く
ん
ち
」の
曳
山
が
通
る
町
並
み

の
景
観
は
、唐
津
固
有
の
文
化
の
表
れ
と
し

て
大
切
に
継
承
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、城
内

地
区
、曳
山
通
り
は
中
心
市
街
地
と
し
て
、市

民
や
来
訪
者
に
と
っ
て
唐
津
を
代
表
す
る
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、城
内
地
区・曳
山
通
り
の
景
観
に

関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
で
、こ
れ
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
景
観
を
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、地
域
の
活
性
化
、文

化
の
継
承
、住
民
相
互
の
交
流
に
結
び
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ル
ー
ル
や
助
成
支
援
の
考
え
方

　
城
内
地
区・曳
山
通
り
で
は
、建
築
行
為
や

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
、景
観
法
や
唐
津

市
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
景
観
形

成
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。こ
の
ル
ー

ル
は「
景
観
を
守
る
取
り
組
み
」と「
景
観
を

つ
く
り
育
て
る
取
り
組
み
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。市
民
、事
業
者
、行
政
の
そ
れ
ぞ

れ
が
、こ
れ
ら
に
積
極
的・継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、城
内
地
区・曳
山
通
り
の
景

観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

曳山通り：歴史的建造物が残る狭い路地 曳山通り：昔ながらの町並みと曳山

景観をつくり育てる取り組み
◆推奨ルール
　（詳しくは左ページのイメージ図参照）
　城内地区・曳山通りならではの伝統的
で和風な風情の町並みをつくり、育てる
ための推奨基準を定めます。
◆助成支援
　推奨基準のうち費用負担が大きいもの
には、補助金制度により、助成支援を行い
ます。

景観を守る取り組み
◆必ず守る景観形成のルール
　地域の町並みの調和を図るために①屋根②外壁③設
備（太陽光パネル）④自動販売機や電柱などの色に関す
る基準を定めています。落ち着いた色を使用することが
原則ですが、色の基準がありますのでご相談ください。
◆町内住民の理解（周辺景観との調和）
　マンションの建設など一定規模以上の建築行為など
は住民説明会を開催する必要があります。
※�届け出を行う日の30日前までに事前相談が必要で
す。

ルールは色だけ！
洋風の家でもＯＫ！
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城内地区：唐津城と町田川の水辺景観 城内地区：笹垣に代表される緑あふれる町並み

★推奨ルールを取り入れた建て方のイメージ 城内地区

曳山通り

設備
・木製格

こう

子
し

などの和風の囲いを設け、目隠し
するか茶色などに着色し町並みに調和する
ものとする。

外構など（道路境界）
・町並みの連続性を持たせるよう、建物の壁面を後退させて駐車場を設ける場合などは、

門、塀、生
い

け垣
がき

を設置する。
・生け垣は、ヤダケ、ホウライチクを用いた笹

ささ

垣
がき

を基本とする。など

屋根
・切妻、寄棟、入母屋屋根(勾配4/10～6/10)で、

日本瓦を使用する。
・前面道路に対し平入りの屋根形状とする。

設備
・木製格子などの和風の囲いを設け、目隠しするか茶色

などに着色し町並みに調和するものとする。

外構など（道路境界）
・建物や車庫の軒

のき

を１階部分に設け、町並みの壁
へき

面
めん

線、軒
のき

線な
どと連続性を持たせるように設置する。

・町並みの連続性を持たせるよう、建物の壁面を後退させて駐
車場を設ける場合などは、門、塀、生け垣を設置する。

・塀は、土塀、板塀、石垣とする。など

外壁
・素材に自然素材(木材・漆喰など)を使用する。

屋根
・切

きり

妻
づま

、寄
よせ

棟
むね

、入
いり

母
も

屋
や

屋根(勾配4/10～6/10)
で日本瓦を使用する。

外壁
・素材に自然素材(木材・漆

しっ

喰
くい

な
ど)を使用する。
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城内地区・曳山通り景観まちづくりの対象範囲

城内地区の景観形成方針
テーマ：落ち着きと風格のある城内の佇まいを守り、つくり、育てる

城内地区の将来像
・唐津城が築城された当初から残る区画・町割りを守ると
ともに、城内の町並みをつくっている石垣や笹

ささ

垣
がき

を残し
ながら、城下町の佇

たたず

まいが感じられる沿道景観をつくる。

・城内地区の象徴であり、観光の拠点でもある唐津城への
眺めや唐津城からの景観を損ねないよう配慮する。

・二の門堀や町田川沿いの対岸など、水辺と石垣の景観を
継承し、美しく整える。

・唐津神社や旧高取邸などの緑を継承するとともに、緑豊
かな潤いのある城内地区をつくる。

・門、塀、生け垣などの設置を推進し、通りに連続性を持た
せる。

・旧高取邸などの歴史的・文化的資源と連携し、市民や来訪
者が足を運びたくなるような景観づくりを進め、賑

にぎ

わい
につなげていく。

あさひ通り「向こう三
軒両隣り」景観協定

（景観法に基づく独自
のルール）の区域は届
出の対象外
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届
け
出
の
対
象
と
な
る
行
為
は
？

　

城
内
地
区・
曳
山
通
り
で
、11
月
１
日

以
降
に
下
表
に
該
当
す
る
行
為
を
行
う

場
合
は
、行
為
着
手
の
30
日
前
ま
で
に
市

の
ま
ち
づ
く
り
課
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。た
だ
し
、あ
さ
ひ
通
り『
向
こ
う
三
軒

両
隣
り
』景
観
協
定
の
区
域
は
届
け
出
の

対
象
外
で
す
。ま
た
、一
定
規
模
以
上
の

建
築
行
為
な
ど
を
行
う
場
合
は「
町
内
住

民
の
理
解
」
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
を
行
う
30
日
前
ま
で
に
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

推
奨
ル
ー
ル
に
取
り
組
む
場
合
は
補
助

金
制
度
を
活
用
で
き
ま
す

　
城
内
地
区・
曳
山
通
り
に
お
け
る
景
観

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、補
助
金

制
度
を
制
定
し
、助
成
支
援
を
行
い
ま

す
。第
１
回
補
助
金
の
申
込
期
限
は
、平

成
29
年
９
月
22
日
（
金
）
で
す
。詳
し
く

は
、ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
を
設
置

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
は
、城
内

地
区・
曳
山
通
り
の
景
観
に
精
通
し
て
い

る
人
や
建
築
の
専
門
家
、地
元
代
表
者
な

ど
か
ら
市
が
委
嘱
す
る
人
た
ち
で
す
。景

観
に
関
す
る
こ
と
や
「
町
内
住
民
の
理

解
」
に
つ
い
て
市
に
意
見
を
行
う
な
ど
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

景観形成のルールとは
すでにある建物や駐車場を、ルールに合
わせて、すぐに建て直したり作り直した
りする必要はありません。今後、建替え
や増築などを行うときに守ってもらう景
観に関するルールです。

届け出が必要な行為

建 築 物
工 作 物

規模にかかわらず次のすべての行為
・新築（新設）、増築、改築、移転
・外観を変更することとなる修繕、模様替え、色彩の
変更
※�ただし、通常見えない場所に設置する工作物、個人
の専用住宅・兼用住宅の敷地に設置する引込用の
電柱・電線などで高さが７m未満のものの建設な
どを除く

開発行為 開発区域の面積が3,000㎡以上のもの

そ の 他
駐車場の整地など、土地の形質の変更などで行為に
係る面積が100㎡以上のもの
樹高10m以上の木竹の伐採（城内地区のみ）

曳山通りの景観形成方針
テーマ：曳山の背景にふさわしい
� 佇まいを守り、つくり、育てる

曳山通りの将来像
・地区に残る町家形式の建
物などの歴史的建造物と
昔ながらの町並みに調和
を図りながら、曳山通り
にふさわしい沿道景観を
つくる。

・下
げ

屋
や

が連なり曳山が映え
る狭い路地の風景を継承
する。

・１階軒
のき

や門、塀、生
い

け垣
がき

な
どの設置を推進し、通り
に連続性を持たせる。

・商業機能と連携し市民や
来訪者が足を運びたくな
るような景観づくりを進
め、賑

にぎ

わいにつなげてい
く。

　私は九州大学の景観研究室で、景観
まちづくりの研究に携わってきまし
た。縁あって、唐津の景観まちづくり
に関わらせてもらっています。ルール
案の策定のために、まち歩きやワーク
ショップなどを行い、検討委員会で何
度も議論を重ねてきました。
　景観まちづくりは単に景観を整え
ることが目的ではありません。
　城内地区に感じる生活感や、曳山通
りに感じる商売のにおいなど、これま
で受け継がれてきた唐津の伝統や住
民の生活を前提に、地域を活性化させ
るまちづくりを進めることが大事だ
と考えています。「城内地区・曳山通
り景観まち
づくり」が、
次世代につ
ながるまち
になるため
の一助にな
ればと思い
ます。

「次世代につながるまちに」
城内地区・曳山通り景観まちづくり検討
委員会委員長

佐
さ

藤
とう

 直
なお

之
ゆき

 さん
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七山
熱い夏に清涼のひととき

厳木
英国カーディフ剣道会の皆さんと交流

肥前　
向島の夏！佐賀大学生のアツイ夏！！

　七山滝川で ｢2017国際渓流滝登りinななやま」
が開催され、国際色豊かに、国内外から1,380
人が参加しました。
　今年は、例年行われている基準タイムに近い
タイムでゴールを目指す「自然満喫レース」に
加え、新種目として、いかに早くゴールするか
を競う「タイムレース」も行われました。
　タイムレースに参加した選手は、われ先にと
清流の中を颯

さっ

爽
そう

と駆け上がり、白熱したレース
が行われました。予想を超えるスピードで登っ
てくる選手に対し、観覧者からは、多くの声援
が送られていました。� （７月30日）

　厳木在住の剣道教士八段の田代潤一さんとの
縁でイギリスで剣道を学ぶカーディフ剣道会の
皆さんが厳木町で合宿しました。
　滞在中に訪れた天川地区では、祇

ぎ

園
おん

祭りに参
加し、遠いイギリスから来日した皆さんに剣道
以外の日本文化にも親しんでもらおうと地元の
人たちが書道や茶道、浴衣を着てのそうめん流
しなどのおもてなしを企画しました。剣道会の
皆さんは、日本文化を体験しながら地元の人た
ちと交流を深めました。� （７月21日～ 24日）

　文部科学省の「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」の一環として、佐賀大学の２年生
12人とサポートする学生や関係者、合わせて24人が、２泊３日の行程で向島を訪れました。
　１日目、昼に到着した学生たちは、向島の人たちとの入島式のあと、おもてなしへのお礼として
神社など島内の除草作業や清掃作業を行いました。２日目は、現在休校中の向島分校に設置されて
いる原子力災害屋内退避施設の見学や島内の地域資源調査を行いました。そのあと、その調査の結
果や島の人たちから聞き取った島での生活の実態などをもと
に向島の紹介動画を作成し、最終日には、島の人たちに報告
会を行いました。
　滞在中は魚釣りや海水浴も楽しみ、２日目の昼食では、島
の人たちと一緒にウニ飯やサザエのみそ汁を作り、夜は島の
人たちと合同のバーベキューで交流を深め、向島での夏を存
分に満喫していました。
　真っ赤に日焼けした爽やかな笑顔があふれる、活気ある向
島の３日間となりました。� （７月15日～ 17日）
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７
月
10
日
（
月
）、平
原
小
学
校
で
昼

休
み
を
利
用
し
て
「
み
ち
び
き
３
号
機

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
の
動
画
の
撮
影
が

あ
り
ま
し
た
。カ
ー
ナ
ビ
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
の
つ
い
た
携
帯
電
話
な
ど
、正
確
な

位
置
情
報
の
提
供
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
い
る
人
工
衛
星「
み
ち
び
き
」の
３
号

機
が
、８
月
11
日
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、

打
ち
上
げ
の
実
況
中
継
に
平
原
小
学
校

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
様
子
が
放
送
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
全
校
児
童
は
校
庭
に
出
て
、「
15
」
の
人
文
字
を
作
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、放
送

さ
れ
る
順
番
が
発
射
15
秒
前
を
担
当
す
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。教
頭
先
生

が
３
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
撮
影
さ
れ
て
い
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、み
ち
び
き
３

号
機
に
「
が
ん
ば
れ
〜
」
と
手
を
振
り
、

最
後
に
元
気
な
声
で
「
５・
４・
３・
２・

１
」
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
終
わ
り

ま
し
た
。

　

短
い
時
間
の
動
画
の
撮
影
で
し
た

が
、児
童
た
ち
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。校
長
先
生
は
、

「
め
っ
た
に
経
験
で
き
な
い
こ
と
な
の

で
放
送
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
取
材
地
：
浜
玉
町
平
原
小
学
校
）

唐津
夏期巡回ラジオ体操が唐津で

呼子
呼子みなとまち歩きラーニング

　全国43会場を回る「夏期巡回ラジオ体操・み
んなの体操会」が唐津市陸上競技場で開催され、
参加した皆さんが心地よい汗を流しました。
　唐津市での開催は、唐津城天守閣リニューア
ルオープンを記念して市が呼びかけたもので、
市町村合併を記念して平成18年に開催されて以
来、11年ぶりです。
　講師の鈴木大輔さんの掛け声とピアノ伴奏に
合わせ、市内外から参加した約800人が、ラジ
オ体操第１と第２を元気よく行い、心地よい汗
を流しました。この模様は、NHKラジオで全国
に生放送されました。� （７月24日）

　呼子小学校児童20人が、みなとまち呼子を
歩きながら、散策ルート上の海に縁のある場所
やものについて学びました。
　子どもたちは、４班に分かれ、400年以上続
く呼子大綱引や鯨組主中尾家屋敷、御

お

茶
ちゃ

屋
や

（現
在の呼子市民センター）などを周りました。気
になるポイントを写真に撮り、大きな白地図に
貼り付けて、感じたことを発表しました。その
あと、近海で取れたアジやサザエなどの海の幸
をみんなで味わい地元呼子と海とのつながりを
考える貴重な１日になりました。�（７月31日）

宇
宙
に
向
か
っ
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
〜
平
原
⼩
学
校

　
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
吉
村
悦
⼦
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軽
量
化
が
進
み
、本
体
と
ラ
ベ
ル

の
重
量
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い

る
た
め
、風
の
力
で
分
離
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ッ
プ
」
だ
け
で
な
く
、

「
ラ
ベ
ル
」
も
外
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
７
５
）

唐
津
市
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
感
謝
状
を
贈
呈

　
市
で
は
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
人
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。７

月
29
日
に
行
わ
れ
た
唐
津
市
民

【
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
捨
て
る
と
き
は
ラ
ベ

ル
も
取
っ
て
く
だ
さ
い

　
現
在
、唐
津
市
で
は
「
資
源
物

の
日
」に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す

と
き
は「
キ
ャ
ッ
プ
は
も
え
る
ご

み
」「
ラ
ベ
ル
は
、取
ら
な
く
て

よ
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、ラ
ベ
ル

も
取
っ
て
、キ
ャ
ッ
プ
と
と
も
に

「
も
え
る
ご
み
」
と
し
て
捨
て
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
ラ
ベ
ル
を
取
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
？

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、さ
ま
ざ
ま

な
製
品
の
原
材
料
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。収
集
さ

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、よ
り
質

の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
に
す

る
た
め
に
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本

体
か
ら
、本
体
と
素
材
が
異
な
る

「
キ
ャ
ッ
プ
」と「
ラ
ベ
ル
」を
取

り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。こ
れ

ま
で
は
風
の
力
で
ラ
ベ
ル
と
本

体
を
は
が
し
て
い
ま
し
た
が
、近

年
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
の

種
目
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式

で
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

永
年
、多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。今
後
と
も
、市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
ご
支
援
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
、表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の

人
た
ち
で
す
。�（
敬
称
略
、順
不
同
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
︱
９
２
３
７
）

受賞者 受賞内容
稲
いな

葉
ば

　　治
おさむ

唐津工業、多久高校などで陸上競技指導者として活躍

笹
ささ

田
だ

　　民
ひとし

長年にわたり体育協会長として活躍

原
はら

田
だ

　　晃
あきら

長年にわたり体育協会長として活躍

竹
たけ

内
うち

　惠
けい

子
こ

陸上教室で陸上競技指導者として活躍

坂
さか

本
もと

　舜
しゅん

二
じ

弓道競技の指導、現在唐津弓道連盟副会長として活躍

墓
地
公
園
の
無
料
バ
ス

運
行
と
利
用
者
募
集
に

つ
い
て

　

運
行
日
は
９
月
23
日(

土・
祝)

秋
分
の
日
で
す
。

※�

利
用
す
る
人
は
出
発
時
刻
前

ま
で
に
市
役
所
正
面
入
り
口

前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

墓
地
公
園
の
利
用
者
募
集

　

墓
地
は
納
骨
室
が
地
上
式
の

統
一
規
格
墓
地
で
す
。墓
標
は
別

途
個
人
で
建
立
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

◆ 

市
内
に
住
所
か
本
籍
が
あ
る

人
◆
墓
地
と
し
て
利
用
す
る
人

永
代
使
用
料　
70
万
円

※
市
外
居
住
者
は
71
万
円

管
理
料　
年
間
６
千
円

問
生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
４
）

肥
前
斎
場
改
修
工
事
の

た
め
、９
月
４・
５
日

は
火
葬
が
で
き
ま
せ
ん

　

火
葬
炉
設
備
工
事
の
た
め
次

の
期
間
は
火
葬
が
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
期
間

　
９
月
４
日（
月
）、５
日（
火
）

施
設
利
用
に
つ
い
て

　

期
間
中
は
火
葬
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、市
内
の
ほ
か
の
施
設
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、葬
儀
の
み
の
利
用
は

で
き
ま
す
。

問
生
活
環
境
対
策
課

（
☎
７
２
︱
９
１
２
４
）

バス時刻表
（２便目）

市役所～墓地公園
（１便目）

市役所～墓地公園
時刻 時刻

11:30
11:50
12:40

13:00

市役所出発
墓地公園到着
墓地公園出発
(集まり次第出発)
市役所到着

10:00
10:20
11:10

11:30

市役所出発
墓地公園到着
墓地公園出発
(集まり次第出発)
市役所到着

平成30年４月１日から
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埋
蔵
文
化
財
の
取
り
扱
い

埋
蔵
文
化
財
と
は

　

現
在
は
地
中
に
埋
ま
っ
て
い

る
文
化
財
の
こ
と
で
、お
墓・
住

居
跡
な
ど
の
遺
構
と
、使
用
し
て

い
た
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物

の
こ
と
で
す
。唐
津
市
に
は
、数

多
く
の
埋
蔵
文
化
財
が
残
っ
て

い
て
、郷
土
の
歴
史
を
知
る
た
め

の
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま

す
。

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て
埋

蔵
文
化
財
を
取
り
扱
い
ま
し
ょ

う
　

埋
蔵
文
化
財
の
あ
る
地
区
内

で
、土
木
工
事
な
ど
の
開
発
を
行

う
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

生
涯
学
習
文
化
財
課
で
、埋
蔵
文

化
財
の
所
在
地
図(

佐
賀
県
遺
跡

地
図)

を
閲
覧・
確
認
し
て
、工
事

な
ど
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、遺
跡
や
遺
物
を
発
見
し

た
場
合
、現
状
を
変
え
る
こ
と
な

く
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
文
化
財
課

(

☎
７
２
︱
９
１
７
１)

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

② 

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
固
定

資
産
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
企
業
主
導
型
保
育
事
業
な

ど
で
使
わ
れ
て
い
る
資
産
が「
地

域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置

（
通
称
：
わ
が
ま
ち
特
例
）」の
対

象
に
な
り
、唐
津
市
で
も
税
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

対
象
資
産

　

企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
係

る
固
定
資
産
（
土
地・
家
屋・
償

却
）

適
用
期
間　
最
初
の
５
年
度
分

特
例
割
合　
１
／
２

　

対
象
と
な
る
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、届
け
出・
申
告
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。ま
た
、企
業

主
導
型
保
育
事
業
に
係
る
固
定

資
産
以
外
に
も
特
例
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

(

☎
７
２
︱
９
１
１
８)

問
水
道
工
務
課

(

☎
５
３
︱
７
１
５
８)

唐
津
市
水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス

(

☎
７
２
︱
９
１
４
８)

水
道
管
清
掃
の
お
知
ら
せ

　
皆
さ
ん
に「
安
全
で
お
い
し
い

水
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、水
道

管
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
区
お
よ
び
日
程

　
９
月　
厳
木
、浜
玉
、呼
子
、

　
　
　
　
鎮
西
地
区

　
　
　
　
（
下
表
参
照
）

　
10
月　
肥
前
地
区

作
業
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で（
１
か
所
あ
た
り
の
作

業
時
間
は
20
分
程
度
）

注
意
と
お
願
い

◆ 

に
ご
り
水
が
出
た
と
き
は
、し

ば
ら
く
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

牛
乳
の
よ
う
な
白
い
水
は
、水

の
中
に
空
気
が
混
ざ
っ
た
も

の
で
体
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
放
置
す
る
と
澄
ん

で
き
ま
す
。

◆ 

高
い
と
こ
ろ
で
は
、水
圧
の
低

下
に
よ
っ
て
水
の
出
が
悪
く

な
っ
た
り
、消
火
栓
か
ら
の
水

が
十
分
に
使
用
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。火
の
元
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
に
関
す
る

制
度
改
正

　

平
成
29
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、①
長
期
優
良
住
宅
化
改
修

工
事
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

額
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、②
わ
が
ま
ち
特
例

に
よ
る
固
定
資
産
の
特
例
措
置

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

① 

長
期
優
良
住
宅
化
改
修
工
事

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額

制
度

　

既
存
の
住
宅
に
耐
震
改
修
工

事
か
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事

を
行
い
、長
期
優
良
住
宅
に
認
定

さ
れ
た
住
宅
は
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
内
容

　

改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の

翌
年
度
分
の
み
固
定
資
産
税
を

最
大
３
分
の
２
減
額

減
額
の
要
件・減
額
の
手
続
き

　

耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合
と

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場

合
で
要
件
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、改
修
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
減
額
の
申
告
が
必
要
で

９
月
の
清
掃
日
程

4日 (月) (厳木地区)浪瀬
5日 (火) 岩屋、町切
6日 (水) 本山
7日 (木) 中島、広瀬

11日 (月) (浜玉地区)南山、横田上、大江、五反田、渕上
12日 (火) 浜崎(浜、西、東)
13日 (水) 横田上、横田下
14日 (木) 砂子、横田下
19日 (火) (呼子地区)小友、先方、持山
20日 (水) 先方町、海士町、中町、宮ノ町、天満町、川端町、愛宕町、殿ノ浦
21日 (木) 加部島
25日 (月) (鎮西地区)名護屋、波戸、串
26日 (火) 八床、早田、菖蒲
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就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
唐
津
市
で
は
、10
月
１
日
現
在

で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、日
本
の
就
業・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、統
計
法

に
基
づ
き
実
施
す
る
国
の
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。

　
９
月
上
旬
か
ら
、調
査
員
が
対

象
地
区
の
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
回
の
調
査
か
ら
、パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡
単

に
回
答
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

問
企
画
政
策
課

☎
７
２
︱
９
２
０
７

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

総
務
教
育
課

方
に
該
当
す
る
人
）

①�

所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
代

わ
り
に
耐
震
改
修
工
事
に
要

す
る
経
費
を
負
担
す
る
親
族

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

申
請
で
き
る
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
も
の
。ま
た
、耐
震

診
断
を
実
施
し
耐
震
性
が
な
い

と
判
断
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ

と
。

補
助
対
象
金
額

　

耐
震
補
強
に
係
る
改
修
工
事

費
で
、建
替
え
お
よ
び
除
却
の
た

め
の
費
用
を
除
い
た
金
額

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
23
％
以
内
の

額
で
上
限
82
万
２
千
円

そ
の
他

　

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

問
建
築
住
宅
課

☎
７
２
︱
９
１
３
９

耐
震
診
断
者
の
条
件

　

佐
賀
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

登
録
建
築
士
で
あ
る
こ
と
。

補
助
対
象
金
額

◆
木
造

　

登
録
建
築
士
に
よ
っ
て
木
造

戸
建
住
宅
の
診
断
費
が
固
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
現
況
図
面
あ
り　
６
万
円

②
現
況
図
面
な
し　
９
万
円

◆
非
木
造

　

木
造
以
外
の
戸
建
住
宅
の
補

助
対
象
経
費
上
限
13
万
４
千
円

補
助
金
額

◆
木
造

①
現
況
図
面
あ
り　
５
万
円

②
現
況
図
面
な
し　
7.5
万
円

◆
非
木
造

　

補
助
対
象
経
費
の
６
分
の
５

以
内
の
額
で
上
限
11
万
１
千
円

住
宅
耐
震
改
修
工
事
に

対
す
る
補
助
金
交
付

申
請
で
き
る
人（
次
の
①
②
の
両

　

市
内
の
住
宅
な
ど
の
地
震
に

対
す
る
安
全
性
向
上
を
目
的
に
、

昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
の
耐

震
診
断
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
臨
時
的
に
拡
充
し
、助
成
し
て

い
ま
す
。事
前
の
申
請
が
必
要
で

す
。

※�

平
成
30
年
度
末
ま
で
の
期
間

限
定

住
宅
耐
震
診
断
に
対
す

る
臨
時
補
助
金
を
交
付

申
請
で
き
る
人（
次
の
①
②
の
両

方
に
該
当
す
る
人
）

①�

所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住

宅
で
、所
有
者
か
所
有
者
の
代

わ
り
に
耐
震
診
断
に
要
す
る

経
費
を
負
担
す
る
親
族

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

申
請
で
き
る
住
宅

　

所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住

宅
で
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
も
の
。

唐
津
城
天
守
閣
入
場
料

の
改
定
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
か
ら
唐
津
城
天
守

閣
の
入
場
料
を
改
定
し
ま
す
。

　
唐
津
城
天
守
閣
は
、７
月
22
日

か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
唐
津
城
に

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
城
管
理
所

☎
７
２
︱
５
６
９
７

観
光
課

☎
７
２
︱
９
１
２
７

建
築
住
宅
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10月１日から ９月30日まで

一　　般 ５００円 ４１０円

小中学生 ２５０円 ２００円

未就学児 無料 無料

唐津城天守閣入場料
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人気アニメ「ユーリ!!! on ICE」と唐津市のコラボ企画

「サーガ!!! on ICE」第２弾開催!!!
スタンプラリー（唐津イベント）
　聖地巡礼にあわせて、スタンプラリーを開催します。
唐津駅総合観光案内所で配付されるスタンプラリー台紙
を持って、唐津城や曳山展示場など市内の対象店舗でオ
リジナルスタンプを押すと、押した数に応じてオリジナ
ルステッカーなどの景品がもらえます。また、新しいコ
ラボグッズも販売します。
と　き　９月４日（月）～ 11月30日（木）

オープニングイベントは福岡で！
「唐津まるごとマーケット in 天神2017」に行こう

　「唐津まるごとマーケットin天神2017」でコラボグッズ
の一部を先行発売します。また、聖地巡礼者への感謝を
込めて非売品のコラボグッズが当たる!?お買い上げ抽選
会を実施し、９月４日（月）から始まる唐津イベントを
盛り上げます。
と　き　９月２日（土）10:00 ～ 21:00�
　　　　９月３日（日）10:00 ～ 18:00�
ところ　福岡市役所前ふれあい広場

博多マルイに出現
「サーガ!!! on ICE」福岡サテライト会場

　オリジナルコラボグッズ販売のほか唐津まるごとマー
ケットとの連携企画も実施します。
オリジナル切符＆台紙プレゼント企画
　博多マルイのイベントでは、コラボグッズの購入者を
対象に長谷津オリジナル切符がプレゼントされます。ま
た、オリジナル切符を、唐津駅または唐津まるごとマー
ケット会場で提示すると、JR駅員が切符を切り、オリジ
ナル切符台紙がもらえます。
と　き　９月１日（金）～９月10日（日）
ところ　博多マルイ
　　　　（福岡市博多区博多駅中央街9-1）

問 観光課　☎７２－９１２７

©はせつ町民会／ユーリ!!! on ICE 製作委員会

左）峰市長、右）久保ミツロウ先生

　幕張メッセで行われた「ユーリ!!! 
on FESTIVAL」の会場で、「サーガ!!! 
on ICE」第２弾のコラボ告知が行わ
れ、峰市長が、原案者である久保ミ
ツロウ先生と山本紗代監督に感謝状
を贈呈しました。
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納
の う

所
さ

くんち
納所区　☎54-0273

　肥前町納所地区内を浦島太郎と竜宮城、鳳
ほう

凰
おう

丸
の２台の山

やま

笠
がさ

が５年ぶりに巡行します。
と　き　９月30日(土)　��9：30～16：00
　　　10月１日(日)　12：00～19：00

　納所農漁民センター前
広場では、地区に伝わる
伝統芸能「ガメ踊り」が披
露されます。
※30日(土)　13：00ごろ
　�１日(日)　14：00ごろ

呼子町イカまつり
呼子町イカまつり実行委員会　☎82-1717
内 　容　魚とイカのつかみどりや特産品販売、
バーベキューコーナーなど

と　き　９月23日(土・祝)　10：00～15：00
ところ　呼子台場みなとプラザ

第34回  七山産業まつり
七山産業まつり実行委員会
(七山市民センター産業課)　☎53-7175
内 　容　農産物などの
展示・即売会や新鮮野
菜ビックリ市、ふるさ
と特産品ふれあいテ
ントなど

と　き　10月１日(日)
　10：00～16：00
と ころ　七山市民セン
ター前広場、七山公民館

市民文化祭イベント「観月茶会」
文化振興課　☎53-7129
と　き　10月１日(日)　9：00～14：30
ところ　旧大島邸
参加料　高校生以上1,500円、小・中学生700円
※参加料には旧大島邸入館料も含まれます。

認知症サポーター養成講座
地域包括支援センター　☎72-9191
と　き　９月20日(水)　14：00～15：00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ研修室３
定　員　35人　　受講料　無料
※�電話で地域包括支援センターに申し込んでくだ
さい。

唐津市障がい者体育大会
障がい者支援センター
☎72-9169　FAX74-5628
または各障がい者団体事務局
と　き　９月30日(土)　9：30開会
ところ　唐津市文化体育館
対 　象　市内に住む障がい者手帳を持つ人とその
家族

持 ってくるもの　弁当、飲みもの、室内用シューズ
(応援・見学の人も必要)

申込期限　９月15日(金)
※�大会サポートボランティアを募集し
ています。詳しくは、障がい者支援セ
ンターにお問い合わせください。

第11回  Kinto 市民美術祭
近代図書館　☎72-3467

◆和美会絵画展　９月３日(日)まで
◆唐津篆

て ん

美
び

会展(書道展)　９月６日(水)～10日(日)
　※６日は美術ホールのみ開館
◆一玄社書展(書道展)　�９月13日(水)～17日(日)
◆からつ写友会写真展　９月20日(水)～24日(日)
　※９月23日(土・祝)は休館
開館時間　10：00～18：00（入場は17：30まで）
※各展覧会とも最終日は17：00で終了
ところ　近代図書館美術ホール
入場料　無料

第123回  からつ塾
「文学はなぜ必要か－脳科学・認知科学・発達心理
学・精神分析から見た文学－」
唐津ビジネスカレッジ　☎77-1771

講　師　大
おお

嶋
しま

　仁
ひとし

さん(福岡大学名誉教授)
と　き　９月16日(土)　15：00～17：00
と ころ　唐津ビジネスカレッジ(JR東唐津駅北側
徒歩１分)

参加料　1,000円(学生500円)

「ふれあいの湯」無料開放
高齢者ふれあい会館りふれ　☎72-9611
　高齢者ふれあい会館りふれのふれあいの湯を無
料開放します。
と　き　９月15日(金)～21日(木)　11：00～16：00
※�18日(月・祝)は休館日、20日(水)は浴場清掃で利
用できません。

対　象　市内に住む60歳
　以上の人
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公開講座「唐津城大解剖」
～石垣修理から見えてきた唐津城の真実～
生涯学習文化財課　☎72-9171

　平成20年度から
行っている文化財
調査や石垣修理に
より、明らかになっ
た唐津城の真実に
迫ります。
内　容　北

きた

垣
がき

聰
そう

一
いち

　郎
ろう

さん��（金沢城
　調査研究所名誉
　所長）による基
　�調講演、石垣修理担当者による報告、パネルディス
カッション

と　き　９月17日(日)　13：00～17：15
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
定　員　200人　※先着順、申込不要
参加料　無料
◆関連イベント　「唐津城跡石垣修理現場公開」
と　き　９月17日(日)　10：30～
集合場所　唐津城跡中段広場
定　員　40人　※先着順
※�生涯学習文化財課に事前に申し込んでください。
当日は動きやすい服装で来てください。

末
ま つ

盧
ろ

館企画展「弥生のキッチン」
～唐津湾岸の弥生社会の成立～
末盧館　☎73-3673

　菜畑遺跡から見つかった調理道具を中心に、弥
生時代の台所の様子をのぞいてみませんか。
と　き　９月12日(火)～11月12日(日)
　　　　9：00～17：00　※月曜日休館
ところ　末盧館
入館料　一般200円、小・中学生100円
※団体(20人以上)は２割引き

サライ文化講演会
「三

さん

遊
ゆう

亭
てい

歌
うた

之
の

介
すけ

～感謝のプラス思考と落語一席」
相知交流文化センター　☎62-3111

と　き　９月24日(日)　14：00開演
ところ　相知交流文化センター文化ホールサライ
入 場料　一般1,000円(当日券1,200円)、高校生以
下500円(当日券600円)　※全席自由

入 場券販売所　唐津市民会館、ふるさと会館アル
ピノ、唐津市役所売店、まいづる本店ショッピン
グプラザ、相知交流文化センター

※当日は一時保育(要予約)、手話通訳があります。

肥前さが幕末維新博覧会プレイベント
リレーシンポジウム「幕末・維新 唐津のチカラ」
肥前さが幕末維新博推進協議会　☎0952-25-7253

　作家の幸
こう

田
だ

真
ま

音
いん

さんをゲストに迎え、先鋭的な
英語教育で有用な人材を輩出した「耐恒寮」をテー
マにパネルディスカッションを行います。
と　き　10月１日(日)
　　　　13：30～15：30
ところ　唐津市文化体育館
　文化ホール
定　員　350人　※先着順
入場料　無料
申 込方法　代表者の住所・電話番号、参加者(最大４
人まで)の氏名・年齢、「唐津会場参加希望」と記入
し、はがきかファックスで申し込んでください。
ホームページからも申し込めます。

申 込先　(株)佐賀広告センター「シンポジウム唐
津会場受付係」（〒840-0815佐賀市天神3-2-
23）またはファックス0952-28-3889

※�詳しくは「さが維新博」で検索

くらしの中の文化事業「華道体験教室」
埋
うずめ

門ノ館　☎75-1810

講　師　池
いけのぼう

坊唐津支部
と　き　10月14日(土)、21日(土)の２日間
　　　　10：00～12：00
ところ　埋門ノ館　対　象　小学生以上　　
定　員　20人程度　参加料　500円（２日間の合計）
募集期間　９月１日(金)～10月７日(土)

旧高取邸開館10周年記念事業
こどもワークショップ「からつキッズ能アクター」
文化振興課　☎53-7129
講 　師　観

かん

世
ぜ

流
りゅう

能楽師　多
た

久
く

島
しま

法
のり

子
こ

さん
とき・ところ・内容
　・９月23日(土・祝)　旧高取邸２階
　��能面をつけてみよう、謡

うたい

体験など
　・10月29日(日)　埋

うずめ

門ノ館
　��紙を使った能面づくり、能役者になってみようなど
　　　　　　�どちらも10：00～12：00
対　象　全日程（２日間）に参加できる小学４～６年生
定　員　30人程度　※先着順
参加料　500円（能面づくり材料費）
※10月29日(日)に集めます。
募集期間　９月４日(月)～15日(金)
※電話で文化振興課に申し込んで
　ください(土日を除く)。
※この事業は「宝くじ社会貢献広報
　事業」の助成金で行います。

▲幸田真音さん
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③右手を左手首にそえる
④�両手の手のひらを向かい合わせ胸の前で動
かす

病院

かかりつけ医 もちましょうトライ・ザ・しゅわ

⑤�両手の親指以外の指を
軽く曲げ、胸のほうに
動かす

もちましょう（必要）

◆救急の日イベント
　心肺そ生術やAEDの使い方、保健師による健
康相談や血圧測定を行います。
と　き　９月９日(土)　12：00～（１時間程度）
ところ　まいづる999(スリーナイン)１階
参加料　無料
※参加者には資料と粗品を配付します。

◆かかりつけ医・かかりつけ薬局をもちましょう
　かかりつけ医・かかりつけ薬局とは、これまでにかかっ
た病気や今飲んでいる薬など、あなたや家族のことをよく
知っているお医者さんや薬剤師さんのことです。
　いざというとき、まずは、かかりつけ医・かかりつけ薬局
に相談しましょう。

問 保健医療課（☎72-9270）

９月９日は救急の日 ～９月３日から９日まで救急医療週間です～

歯科 休日当番医
診療時間  午前９時～正午

9月

3日 (日) 田村歯科医院 ☎73-5212 南城内
10日 (日) 松尾歯科医院 ☎56-6343 浜玉町浜崎
17日 (日) なかむら歯科医院 ☎72-1124 佐志中通
18日 (月・祝) 今村歯科医院 ☎70-0222 神田
23日 (土・祝) リキタケ歯科医院 ☎75-0055 町田1丁目
24日 (日) 神吉歯科医院 ☎64-2075 北波多徳須恵

10月
1日 (日) たなべ歯科医院 ☎73-7183 坊主町

８日 (日) 古市ひとひろ歯科 ☎78-0492 山本
９日 (月・祝) 古賀歯科医院 ☎72-3506 山下町

当番医は予告なく変更される場合があります。
受診前に確認してください。受診時は健康保険証をお持ちください。
問 保健医療課（☎72-9270）

休日などの救急医療体制

※小児科は４月から唐津赤十字病院内（和多田）に変わりました。
自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは
唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血車がやってきます

９月11日(月)
厳木市民センター　��9：00～11：30
相知市民センター　13：30～15：30

９月24日(日)
まいづる999(スリーナイン)(町田)
10：00～11：30、13：00～15：30

９月26日(火)
唐津赤十字病院(和多田)
13：30～16：00

９月

問 佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

救急医療週間には、救急医療の普及・啓発活動が全国的に実施されます

①�両手の親指と人差し指を立てて人差し指を向
かい合わせ、胸の前で前に回すように動かす
②右手親指を立て胸の前で前後に動かす

かかりつけ

2～3回2～3回 2～3回2～3回
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近代図書館
新興町　☎72-3467

　近代図書館4階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　9/2･9・16・30� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　9/2・9� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　9/13･27� 受付�10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　9/13･27� 11：00～11：20

相知図書館
相知町相知　☎62-4194

　相知お話会｢虹のぽけっと｣な
どが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　9/2･16� 14：00～14：30
　相知図書館児童室

唐津幼稚園
西城内　☎72-3438

◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　「白くまちゃん」
　シャボン玉で遊ぼう�など
　9/5･19� 10：00～

認定こども園ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662

◆ままごと遊びをしよう�など
　�毎週月曜～金曜日(9/18除く)、
9/30� 10：00～15：00

殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932

◆�エプロンシアター・親子ふれ
あい遊び�など
　�毎週火･水･木曜日(9/28除く)、
9/30� 10：00～15：00

呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926

◆新聞紙で遊ぼう！�など
　�毎週火･水･金曜日(9/15を除
く)、9/14� 9：30～15：30

認定こども園昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380

◆�みんなでチャレンジ～運動編
～�など
　毎週水・木曜日、9/12� 10：00～15：00

町田保育園子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168

◆戸外であそぼう�など
　�毎週月曜～土曜日(9/1･7･16・
18・23・27除く)� 9：00～14：00

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385

◆�ペットボトルや空き缶であそ
ぼう�など
　9/5･12･19・26・30� 10：00～11：30

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129

◆輪くぐり遊びをしよう�など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　毎週火･水･金曜日� 10：00～15：00

山本保育園
山本　☎78-0156

◆手遊び、歌遊びをしよう�など
　(場所：山本西隣保館)
　�毎週月･水･金曜日(9/18除く)、
9/19� 10：00～15：00

認定こども園呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333

◆新聞紙あそび�など
　�毎週月･水･金曜日(9/8・15・
18・27除く)、9/7・14・19・26
� 10：30～15：00

認定こども園リョーユー幼稚園
和多田　☎74-7500

◆誕生会�など
　9/7･11･12･14･20･25・28
� 10：30～11：30

唐津市子育て支援情報センター
東城内　☎72-2288

◆�プレママ期の食事～授かりた
いと思った頃から～�など

　9/6・9・13� 10：00～12：00

平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529

◆保育園児と一緒に遊ぼう�など
　毎週水曜日(9/13除く)
� 10：00～11：00
認定こども園相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029

◆すっきりデー�など
　9/8･13･15･22･25・27
� 9：00～14：00

北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710

◆親子ふれあい運動会�など
　9/9･12･19・26� 10：00～11：00
認定こども園すみれ幼稚園・
虹の森保育園　鏡　☎74-0660

◆ブドウ狩りに出かけよう�など
　9/7･8･13･15･19･20・22・26
� 10：00～12：00
認定こども園唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518

◆�こひつじ(0歳児)幼児食のはな
し�など

　9/7･11・14� 9：00～14：00
認定こども園唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755

◆親子製作デー�など
　9/4･7･11･13･21� 10：30～11：15

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター市民福祉課
９月
１日
(金)

13：00～16：00
鎮西市民センター２階会議室

６日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

７日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

12日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)

10月
４日
(水)

13：00～16：00
本庁２階審査会室

創業・経営相談(要予約)
商工ブランド課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日、９月10日(日)
　　　　14：00～18：00
　　　　9/15は21：00まで
と ころ　市民交流プラザ(大手口セ
ンタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小会議室
児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き
　９月７日(木)� 14：00～16：00
　９月22日(金)� 9：30～12：00
ところ　唐津市保健センター（千代田町）
公証人による休日相談所(要予約)
唐津公証役場　☎72-1083
　遺言公正証書や老後の財産管理
などの相談に公証人が応じます。
と　き　10月１日(日)
　　　　10：00～15：00
ところ　唐津公証役場（東城内）

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター市民福祉課
９月
５日
(火)

10：00～12：00
肥前市民センター101号会議室

14日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

15日
(金)

10：00～12：00
七山市民センター１階相談室

19日
(火)

10：00～12：00
厳木市民センター１階会議室

21日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

28日
(木)

10：00～15：00
本庁１階市民相談室

10月
４日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

【予約受付開始日】
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の１週間前から
土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　借地･借家などの契約や苦情
についてご相談ください。
と　き　９月21日(木)
　　　　13：30～16：00
ところ　市民交流プラザ(大手口
　�センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)小
会議室２

消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日�
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
※�随時相談可能。電話予約も受
け付けます。

不動産フェア
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎73-4486
　土地・建物の取り引き全般に
ついて無料で相談に応じます。
と　き　９月23日(土・祝)
　　　　13：00～16：00
と ころ　まいづる本店ショッピ
ングプラザ催事コーナー

行政相談
総務課　☎72-9113
９月
６日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

７日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

12日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド(浜玉)
13：00～16：00
肥前市民センター102号会議室
鎮西市民センター２階会議室

19日
(火)

9：00～12：00
相知市民センター別館第３会議室
厳木市民センター１階会議室

20日
(水)

10：00～15：00
本庁第１会議室

10月
４日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
● エイズ相談
　毎週火曜日� 9：00～11：00
　9/19� 9:00～11：00、17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付（要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査（要予約）
　9/19(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談（要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●療育発達相談（要予約）
　9/6(水)� 14：00～14：30
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15
唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセン
ター　☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会
　９月３日、10月１日� 9:00～16:00
と ころ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター（栄町）

不動産鑑定士による不動産
の無料相談会
(公社)佐賀県不動産鑑定士協会
☎0952-28-3777
と　き　10月６日(金)
　　　　10：00～15：00
ところ　本庁３階第３会議室
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障がい者職業訓練生募集
福岡障害者職業能力開発校
☎093-741-5431
FAX093-741-1340

　平成30年度の職業訓練生を募
集します。
募集科目　
　�機械CAD科、プログラム設計
科、商業デザイン科、OA事務
科、建築設計科、流通ビジネス
科、総合実務科

※１科あたり10人程度募集
訓 練期間　１年間(プログラム設
計科は２年間)

申込期限　９月22日(金)
※詳しくはお問い合わせください。

「高齢者・障害者の人権あん
しん相談」強化週間
佐賀地方法務局人権擁護課
☎0952-26-2195
　９月４日(月)～10日(日)は、「高
齢者・障害者の人権あんしん相
談」強化週間です。法務局職員や
人権擁護委員が、高齢者や障がい
者の人権に関する相談に応じま
す。期間中は、電話相談の受付時
間を延長します。
受付時間　９月４日(月)～８日(金)
　　　　　8：30～19：00
　　　　　９月９日(土)、10日(日)
　　　　　10：00～17：00
相談電話番号　0570-003-110

日本語教室
唐津日本語教室
☎080-1393-9244(代表)
と　き　毎週水曜日
ところ　都市コミュニティセンター
対　象　市内に住む外国人
教材費　１回200円
※�問い合わせは19時以降にお願
いします。

特定保健指導研修
佐賀保健指導支援ステーション
☎0952-25-2320

と　き　
①基礎研修コース�(３日間)
　�10月22日(日)、29日(日)、11月
12日(日)

②指導力向上研修コース�(１日)
　Ａ11月26日(日)、Ｂ１月21日(日)
と ころ　佐賀県総合保健会館(佐
賀市天神１丁目)

※�②Ｂのみ佐賀県教育会館(佐賀
市高木瀬町)

対 　象　医師、保健師、管理栄養
士など

定　員　各コース50人
受講料　無料
申 込期間　①９月１日(金)～28
日(木)、② Ａ10月10日(火)～
11月10日(金)、②Ｂ12月１日
(金)～28日(木)

※詳しくはお問い合わせください。

第11回 佐賀アディクション
フォーラム
佐賀県精神保健福祉センター
☎0952-73-5060

　お酒やギャンブルなど依存症
について考えてみませんか。
テーマ　自分自身の見つめ方
　�他人との関わり方～依存症・多
世代伝達から考える～

講　師　菊池清美さん(臨床心理士)
と　き　９月24日(日)
　　　　12：30～17：00
と ころ　西九州大学神埼キャン
パス３号館

　(神埼市神埼町)
参加料　無料

健康教室
済生会唐津病院　☎73-3175

テーマ　脳卒中について
と　き　９月30日(土)
　　　　10：00～12：00
と ころ　済生会唐津病院３階会
議室

定　員　20人
受講料　無料
※電話で申し込
　んでください。

糖尿病教室(10月分)
唐津赤十字病院　☎72-5111

と　き　毎週水曜日
　　　　15：00～16：00
※�11日の食事療法のみ11：00～
13：00で希望する人は実食(１
食300円)できます。

ところ　唐津赤十字病院
受講料　無料

ほほえみの会
(がん患者・家族会)
唐津赤十字病院がん相談支援
センター　☎74-9135

内 　容　お茶会　仲間でお話し
てみませんか？～がん治療の
体験、困りごと、よかったこと
など～

と　き　10月14日(土)
　　　　13：30～15：30
ところ　唐津赤十字病院
参加料　100円(お茶代)

水道事業指定給水装置工事
事業者の追加指定
水道工務課　☎53-7158

三根住設(小城市小城町)
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農業大学校学生募集
佐賀県農業大学校養成部入試担当
☎0952-45-2144

　平成30年度に入学する学生を
募集します。
募 集課程・定員　農産園芸課程
40人程度、畜産課程10人程度

※本科（２年間）、専科（１年間）
試験日
● 推薦　11月２日(木)
● 一般　平成30年２月２日(金)
● 二次　平成30年３月13日(火)
願書受付期間
● 推薦　10月３日(火)～18日(水)
● 一般　�平成30年１月４日(木)

～17日(水)
● 二次　�平成30年２月19日(月)

～３月７日(水)
※詳しくはお問い合わせください。

唐津市長と話場集会
（話ばしゅうかい！）始めます

市政広報課　☎72-9189
　市長が主要施策や市政情報を
お話しし、皆さんからの生の声を
お聞きする対話集会をおおむね
月１回のペースで開催します。
10月開催（予定）
　浜玉地区で開催予定です。決定
次第、開催日時と場所を市ホーム
ページとチャンネルからつなど
でお知らせします。
参加できる人
　市内に在住、または勤務する人
参加申込方法
　開催日の１週間前までに、市
ホームページか電話、もしくは市
政広報課または各市民センター
総務教育課の窓口に申し込んで
ください。
※�集会の様子を撮影し、市ホーム
ページなどで公表することが
あります。

障がい者就職面接会
ハローワーク唐津
☎72-8609　FAX 74-1808

と　き　10月11日(水)
　　　　13：30～16：00
と ころ　佐賀県総合体育館(佐賀
市日の出１丁目)

※�事前に申し込みが必要です。詳
しくはお問い合わせください。

危険物取扱者試験
(一財)消防試験研究センター佐
賀県支部　☎0952-22-5602
消防本部予防課　☎72-4149

試験の種類　甲、乙、丙種
試験日　11月26日(日)
願 書受付期間　９月25日(月)～
10月６日(金)

※�電子申請の場合９月22日(金)
～10月３日（火）

※詳しくはお問い合わせください。
危険物取扱者試験受験準備講習会
対　象　乙種第４類
と　き　10月14日(土)～15日(日)
ところ　相知交流文化センター
受講料　5,000円(別途テキスト代)
受 付期間　９月11日(月)～10月
13日(金)

※�詳しくは唐津・東松浦地区危険
物安全協会☎75-3122にお問
い合せください。

Let’s“ゆとり”キャンペーン
参加事業者募集
佐賀県産業人材課
☎0952-25-7100

　ノー残業や年次有給休暇の取
得推進などに取り組むことを宣
言し、実践する事業者を募集し
ます。
取 組期間　９月１日(金)～11月
30日(木)

申込期限　11月30日(木)
※詳しくはお問い合わせください。

11月期職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516

対 　象　新たに職業に就こうと
する求職者で受講意欲があり、
ハローワークから受講指示か
受講推薦を受けた人

募集科目
● CAD/NCオペレーション科
● 板金・溶接施工科
● 住環境CAD科
※３科あわせて15人募集
訓練期間　７か月
受講料　無料(教科書代などは実費)
入所日　11月７日(火)
申込期限　10月２日(月)
申込先　最寄りのハローワーク

自衛官募集
自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所　☎72-8697

募集種目
自衛官候補生(男子・女子)
一般曹候補生
航空学生(海上自衛隊・航空自衛隊)
防衛大学校学生
防衛医科大学校医学科学生
防衛医科大学校看護学科学生

※�

詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0120-747-570
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(株)ブルームと進出協定締結
企業誘致課　☎72-9208
　株式会社ブルームが唐津市に
事業所を増設することになり、６
月27日(火)、市役所で進出協定締
結式が行われました。
　新事業所
は平成30年
年１月に操
業を開始、平
成35年４月
までに新規
地元雇用10
人の予定で
す。

県営住宅入居予備者募集
県営住宅指定管理者川原建設
(株)唐津管理室　☎70-1557

募 集する団地　西唐津、和多田、
養母田、相賀、神田、中の瀬、上
神田、鏡、御見馬場、山本、栄町、
新和多田

申 込書配付期間　９月１日(金)
～12日(火)

受付期間　９月５日(火)～12日(火)
　　　　　9：00～19：00
※�日曜日と９日(土)は申込書の
配付と受付は行いません。

※詳しくはお問い合わせください。

救命講習会
消防本部警防課　☎72-4146(代表)
内 　容　心肺そ生法、AEDの使
い方など

と　き　９月10日(日)
　　　　9:30～12:30
ところ　消防本部３階講堂
定　員　30人　※先着順
受講料　無料
申込期限　９月７日(木)
※詳しくはお問い合わせください。

９月10日は下水道の日
下水道管理課　☎72-9145
各市民センター総務教育課

平成29年度下水道推進標語
「下水道��水が自然に��かえる道」
　下水道は、見えないところで私
たちの生活と水環境を支えてい
ます。唐津市の下水道普及率は、
94.0％です(平成29年３月末)。
届け出のお願い
　下水道の開始、休止、廃止、再開
のときは届け出が必要です。井戸
水を使用している家庭は、家族の
人数が変わったときに届け出が
必要です。
使用するときのお願い
● 生ごみや使用済みの天ぷら油
などを流さない

● 水洗トイレには水洗トイレ用
の紙以外は流さない

● 屋外にある排水溝などにごみ
や空き缶などを捨てない

接続するときのお願い
　接続工事をするときは、市の指
定工事店で行ってください。工事
をするときは、事前に市に申請し
てください。
※�排水設備工事資金の融資あっ
旋制度があります。詳しくはお
問い合わせください。

男性の家事参画地域講座
「パパをもっと楽しもう！遊
ぼう・学ぼう・ふれあおう」
佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）
☎0952-26-0011
講 　師　小

こ

崎
ざき

恭
やす

弘
ひろ

さん(大阪教育
大学教育学部准教授、NPO法人
ファザーリング・ジャパン顧問)

と　き　10月22日(日)
　　　　10：30～12：00
と ころ　子育て支援センター交
流室(りんく４階)

対 　象　父親と１歳以上の未就
学の子ども

定　員　20組　※先着順
受講料　無料
※�一時保育を希望する人は10月
12日(木)までに申し込んでく
ださい。

楽しい韓国語講座
佐賀県立名護屋城博物館
☎82-4906
　楽しく韓国語を学びませんか。
と 　き　９月30日(土)～12月16
日(土)の毎週土曜日

※10月21日を除く
ところ　名護屋城博物館図書閲覧室
受講料　無料　
※初回は資料代300円必要
申込期限　９月22日(金)
※詳しくはお問い合わせください。

▲�(株)ブルーム代表
取締役社長山

や ま

﨑
さ き

信
し ん

二
じ

氏(左)と峰市長

第10回  唐津市民種目別スポーツ大会の結果
(公財)唐津市体育協会　☎73-2888
スポーツ振興課　☎72-9237

　７月29日(土)、８月５日(土)、６日(日)に市内各会場で熱戦が繰り広
げられ、盛大に開催することができました。
総合順位

優勝 ２位 ３位
Ａブロック 中部 浜玉 東部
Ｂブロック 厳木 鎮西 北波多

ＩＣＴ ×「変えていくチカラ」× 地域密着
ＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）

を活用し、地域活性化を目指します！

㈱ロイヤルソリューション　☎77-2111 唐津市鏡4590  2Ｆ（201号室）
事務員募集中※パソコンできる方※　090-2507-2111までご連絡ください
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● 毎週月曜日　● ６日(水)、23日(土・祝)
※６日(水)は美術ホールのみ開館
● 特別休館　年１回の蔵書点検のため休館します。
　近代図書館　10月１日(日)～10日(火)
　相知図書館　10月６日(金)～10日(火)
　この期間は本の貸し出しや閲覧はできません。
　本の返却のみ返却ポストをご利用ください。

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館（☎62-4194）

９月  図書館の休館日

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00〜12：00
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書の

交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パスポー
トの交付/臨時運行許可証の交付

※ 転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポート申請な
どはできません。

☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付 月〜金(祝・休日除く) 8：30〜17：00
受取時間 月〜金(祝・休日除く) 17：30〜20：00
 土･祝・休日 9：00〜12：00
受取場所 予約をした本庁･各市民センターの当直室
受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世帯

の人）、印鑑登録証明書（本人）
＊ 住民票にマイナンバーや住民票コードの記載を希望す

る人は、予約時にお申し出ください。
問 市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第４期納期限� 10月２日(月)
　口座振替日� ９月26日(火)
　夜間納税相談� ９月14日(木)
� 28日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問 税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第４期納期限� 10月２日(月)
　口座振替日� ９月26日(火)
問 保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第４期納期限� 10月２日(月)
　口座振替日� ９月25日(月)
問 高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ

と　　き　９月23日(土・祝)� 受　付　12:30
スタート　13:15� 終　了　18:30
集合場所　道の駅桃山天下市� 距　離　９km
参 加 料　1,000円　　　　　　��定　員　40人
※波戸岬第１駐車場から集合場所までシャトルバスが出ます。

九州オルレ唐津コース
９月のテーマ

「サンセット＆彼岸花ウォーク」

問 名護屋城跡観光案内所（☎82-5774）

ボートレースからつ
佐賀支部選手名鑑4ページ

スマートフォン
サイト LINE@

　皆さんは、日本モーターボート選手会佐賀支部には
どんな選手が所属しているかご存じですか？佐賀支
部選手名鑑の４ページ目を開いてみましょう。
　平成29年５月20日から24日までボートレースか
らつで開催された「ミニット開設13周年記念」でデ
ビューした第120期佐賀支部新人選手の山

やま

本
もと

梨
り

菜
な

選
手。佐賀市出身の20歳で、ボートレーサーになるのが
小さい頃からの夢だったそうです。

　デビュー戦は悔しい結果に終わりましたが、次に
走ったボートレース芦屋では、９走中３回３着をと
り、舟券にからむ堂々とした走り
をみせてくれました。
　「これからも新人らしく元気に
頑張っていきたい」という山本選
手を応援しに、ボートレースから
つに遊びに来てみませんか。

モーニングレース「朝ドキ!からつ」実施中

▲山本梨菜選手
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処できる「国家の形成」や、その運営に必要な「人材の
登用と育成」、欧米諸国の科学技術を導入した「軍事
力の向上」という課題が突き付けられたのです。しか
し江戸幕府の幕閣（大老や老中など）にこの事態急変
に対応できる人材がおらず、幕府は役に立つ人材を
求めていました。
　また一方で「江戸幕府では日本を守れない、政治の
仕組みを変えて日本を守ろう」とする考え方が、下級
武士などを中心に起こり、彼らの一部は実際に行動
を始めました。
　国内外からさまざまな問題が起こり、政治情勢が
急展開する中、突如のごとく登場した政治家が、唐津
藩出身の小笠原長行でした。
　小笠原長行の生い立ち・活躍については10月号以
降紹介していきます。

（参考）高知県ホームページ

問 生涯学習文化財課
（☎72-9171）

　今から約150年前、日本を治め
ていたのは江戸幕府でした。江戸
幕府はオランダや清

しん

（現在の中国）
など、限られた国とだけ国交を持

つ「鎖国」政策を採用していました。
　このような中、嘉

か

永
えい

６年（1853年）６月３日、日本
にアメリカのペリーが来航し、開国を要求しました。
江戸幕府はアメリカを始め、欧米諸国の軍事力を背
景にした強力な要求に屈し、開国を含む不平等な条
約を結んでしまいます。
　しかし、このペリーの来航は「鎖国を続ける」か、
「開国する」かの単純な選択ではなく、欧米諸国がア
ジア諸国で進めている植民地化に対し、日本が独立
国家として生き残ることができるか、が問われる事
態でした。
　まさしく幕府と諸藩が一致団結して非常事態に対

「幕末維新唐津群像伝」(1)
幕末のはじまり：小

お

笠
がさ

原
わら

長
なが

行
みち

の登場

唐津今昔物語64

唐ワンくんの

編 集 後 記
―市報からつ編集室から―

材料 （４人分）

チンゲン菜 ２株

えのきたけ １袋

めかぶ(味付) ２パック

ぽん酢しょうゆ 小さじ１

削りかつお ２パック

作り方
チンゲン菜は茹でて食べやすい大き
さに切る。えのきたけは根元を落と
し、半分に切って茹でる。

ボウルに冷めた 1 とめかぶ、ぽん酢
しょうゆを加えて混ぜる。

器に盛り、削りかつおを飾る。

1

2

3

◆�今月号の特集は「城内地区・曳山通
りの景観まちづくり」。考え方やルー
ルなど少しかための内容なので、写
真やイラストを多めに使いました。
目を通していただければ幸いです。
「サーガ�on�ICE!!!第２弾」など唐津
を盛り上げるイベントは今後も行わ
れます。「唐津ならではの景観」は武
器であり、大切にしていきたいです。
（達）

◆�今月号の「がんばっています」は、
若い農業者にお話を伺いました。今
回初めて、取材の申込から記事を書
くまでの一連を経験しましたが、質
問すること、伺ったお話をまとめる
ことの難しさを感じました。私がた
どたどしく質問するなか、日に焼け
て爽やかなお二人が農業への思いや
展望についてしっかりした口調でい
きいき話され、私より年下のお二人
がなんだか頼もしく感じました。（彩）

１人分約21kcal　塩分0.8g

食卓を彩るヘルシーレシピ　㊾
チンゲン菜とえのきのめかぶ和え

　めかぶは低カロリーな食材ですが
栄養素が多く含まれています。味付け
されているめかぶを使うと便利です。
　野菜やきのこ類を加え、調味するこ
とで食卓に野菜をプラス１皿取り入
れることができます。

祝
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　９月の市議会本会議開催中は、番組を変更し、議会中継を放送
します。本会議が午後７時までに終了した場合は当日の午後７時
30分から、午後７時以降に終了した場合は終了後30分をめどに
再放送します。

特
集
番
組　

 

番
組
編
成
の
都
合
に
よ
り
放
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

８月28日
～９月３日

唐津学教室
「唐津の文化財（建物について）①」
講師：大浦洪二さん（一級建築士）
再放送 � 耐恒寮の物語塾　特別講演会

９月４日
～17日

第14回 詩と童話の朗読会
今年のテーマ「ふれあい」
再放送 � 唐津学教室「唐津の文化財(建物について)①」

９月18日
～24日

平成29年度 唐津市同和問題講演会
「橋はかかる～被差別部落に生まれ育って～」
講師：村崎太郎さん（猿まわし芸人）
再放送 � 第14回�詩と童話の朗読会

９月25日
～10月１日

平成29年度 唐津市教育講演会
「みんながつくる　みんなの学校」
～すべての子どもの学習権を保障する学校を
つくるために～
講師：木村泰子さん（大阪市立大空小学校初代校長）
再放送 � 平成29年度�唐津市同和問題講演会

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問 市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のため
に、文字テロップ付きで放送しています。

◎�土・日曜日、９月18日(月・祝)は、１週間
の唐津市ニュースをまとめて放送します。

◎�都合により、番組と時間を変更して放送す
る場合があります。

今
月
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース

6:30 各課からのお知らせ

7:30 唐津市ニュース

8:30 各課からのお知らせ

9:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください

11:30 各課からのお知らせ

12:30 唐津市ニュース

13:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

18:30 各課からのお知らせ

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組
番組名・内容は左表をご覧ください

22:30 唐津市ニュース

23:30 各課からのお知らせ

0:30 唐津市ニュース

1:30 前週の特集番組 再放送
番組名・内容は左表をご覧ください
終了後はお知らせ文字放送

市公式ユーチューブで『唐津市ニュース』を配信中！
　インターネット動画共有サービスYou�
Tube�(ユーチューブ)で１週間分の『唐津
市ニュース』をまとめて翌週に配信して
います。
　チャンネルからつの放送を見逃した人
は、ぜひご覧ください。

視聴するには 唐津市公式チャンネル

アイリス探偵社唐津事務所

佐賀県公安委員会届出済　第91160003号 相談無料（予約制）秘密厳守

唐津市鏡4590 鏡ビル（2Ｆ202）☎77-3366
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がんばっています⑤

　地域の農業を盛り上げるための活動をしている
「唐津・上場地区農業青年クラブ連絡会」の上野
勉会長（写真右）と青木晃輔副会長（写真左）に
お話を伺いました。
　「会員は20代から30代前半の若い農業者。会員
の生産する作物はそれぞれ違いますが、みんなが
農業に熱い思いを持ち、意見を交換し、刺激し合っ
ています」と青木副会長は話されました。
　会の主な活動は、食育・食農活動、地域農業発展
活動、会員のスキルアップ活動で、ふだんは上場地
区の「一心会」とそれ以外の「松原会」の２つに分
かれ、活動しています。
　食育・食農活動では、幼稚園児や保育園児、唐
津南高校の生徒と一緒にもち米やさつまいもを栽
培するなど、子どもたちに食や命、農の大切さを
伝えています。

　地域農業発展活動では、耕作放棄地を有効利用
するため、上場地域発の「からゆたか」というさ
つまいもを広める活動に力を入れています。　　
　会員のスキルアップ活動では、研修や他の農業
青年団体との交流・先進地視察などを行い、最新
の情報を柔軟に取り入れています。
　上野会長は、「いろいろな人と交流できるので、
とても勉強になります。個人のスキルがアップす
れば、地域に貢献できるし、農業はかっこいいと
いうイメージを作れると思う。そうすれば農業を
志す子が増えると思うし、その見本になりたい。
仲間を増やしていきたいんです」とあふれる思い
を話されました。

唐津・上場地区農業青年クラブ連絡会（二タ子）

僕たちを見て、農業を志してほしい

こんにちは  唐津っこ♪  ９月生まれです！
　市報からつ11月号に掲載する唐
津っこ（11月生まれ）の写真を募
集しています。（先着３件）締め
切りは、９月29日（金）まで。
　お子さんの写真（9MB以内）と
①お子さんのお名前（ふりがな）
②年齢③生年月日④お子さんへの
メッセージ（30字以内）⑤保護者
の氏名、住所、電話番号を下記メー
ルアドレスに送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊ 原則、写真はお子さんが１人で

写り、頭全体が写ったもので、
応募から２か月以内に撮影した
加工前のもの

＊掲載できるのは、１人１回です。
問 市政広報課（☎72-9189）

水
み ず

谷
た に

澪
み お

里
り

ちゃん
（和多田大土井）

(H27.9.21生  2歳)
いつもお茶目なみいちゃ
ん、たくさん食べて笑っ
て大きくなってね。

原
は ら

野
の

絆
き

咲
さ

ちゃん
（浜玉町横田上）

(H26.9.10生  3歳)
いつもたくさんの元気と
笑顔をありがとう♥これ
からも絆咲らしく大きく
なってね！

井
い の

上
う え

晴
は る

貴
き

ちゃん
（久里）

（H28.9.7生  1歳）
我が家の癒し系のハル君
♡これからもすくすく大
きくなってね♡

おき歯科医院おき歯科医院 唐津市原1392-5　TEL 77－3603

院内はバリアフリーですので

車椅子の方やベビーカーを利

用されている方もそのまま来

店できます。

　  診療時間 月 火 水 木 金 土 日･祝

9:00～13:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休

14:30～19:30 ○ ○ 休 ○ ○ 17時まで 休
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任期付職員(社会人枠・保育士)を募集します 　問 職員課　☎７２―９１８５

　問 スポーツ振興課
　 （☎７２―９２３７）

試験内容　作文試験と面接試験　　試験日　10月26日(木)　　受付期間　９月１日(金)～29日(金)
申込方法　職員課の窓口に申込書と必要書類を直接提出するか郵送(簡易書留)してください。
※申込書は職員課と各市民センター総務教育課窓口で配付。市ホームページからダウンロードもできます。
任期　・情報専門職と建築士　平成30年４月１日～平成33年３月31日(延長有)
　　　・保育士　　　　　　　平成30年１月１日～平成31年３月31日

試験区分 採用
予定人数 職務内容 受験資格 給　　与

情　報
専門職

（課長級）
１人程度

各施策分野における情
報化企画、情報システ
ムの運用・評価など、通
信ネットワークに関す
る調査・評価・再構築な
ど、サイバーセキュリ
ティに関する施策の策
定・実施

昭和43年４月２日以降に生まれた人で次の条件
を満たす人
① 大学を卒業した人
② 民間企業、教育機関または研究機関などにおい

て、情報分野の職務経験が直近５年のうち３年
以上ある人（休職などの期間を除く）

③ 情報処理技術者試験センターが実施する試験
のうち、どれかに合格している人

※対象の試験については問い合わせてください。

給料月額
479,000円

保育士 １人程度 唐津市岩屋保育園の保
育業務

保育士資格を持ち、保育士登録手続済で保育士証
の交付を受けている人
※年齢制限なし

唐津市職員
給与条例に
基づき支給

建築士 １人程度 建築工事の設計、積算、
施工管理など

地方自治体、民間企業などにおける建築分野の職
務経験が５年以上ある人で一級建築士の免許また
は１級建築施工管理技士の資格を取得している人
※年齢制限なし

唐津市職員
給与条例に
基づき支給

感動と勇気をありがとう！
金
かな

持
じ

義
よし

和
かず

選手が第23回夏季デフリンピックで
メダルを7個獲得
　７月18日からトルコ共和国のサムスンで開催
された「第23回夏季デフリンピック」に出場した
唐津市出身の金持義和選手が、水泳競技7種目に
出場し、メダルを7個（内訳：銀メダル4個、銅メダ
ル３個）獲得しました。
　８月10日に大会の結果報告で市役所を訪れ「リ
レーでメダルをたくさん獲ることができ、日本選
手団にいい流れを持ってくることができた。4年
後のデフリンピック
で、絶対に金メダルを
持って帰ることを目指
し、これから頑張って
いきたい」と話しまし
た。
※�デフリンピックと
は、聴覚障がい者の
ための国際競技大会
で、４年に１度開催
されています。

早稲田佐賀高校ナインが甲子園で躍動
　創部８年目で初の甲子園出場を果たした早稲田
佐賀高等学校。初戦（８月10日）で聖心ウルスラ学
園（宮崎）と対戦しましたが、2-5で惜敗。
　敗れたものの、すばらしい試合を見せた選手た
ちに、観客は健闘をたたえる温かい拍手を送りま
した。
　
　

　また、早稲田佐賀中学校・高等学校内でパブリッ
クビューイングが行われ、市民や市内の少年野球
チームの子どもたち約150人が、ひとつひとつのプ
レーに一喜一憂しながら、熱い声援を送りました。
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